
 

 

 

国立市立国立第七小学校 

    平成２７年４月２１日 ＮＯ.９（２０９） 

花ちゃん 「モンタ博士！つぎに、どうしてツバキや早春
そうしゅん

から春
はる

に咲くのですか。」 

モンタ博士「それはね、鳥
とり

との関係
かんけい

からなんだよ。」 

花ちゃん 「鳥
とり

・・・あ！そうね。寒
さむ

くては虫
むし

も飛
と

ばないわ。それで、ツバキは鳥
とり

に花粉
か ふ ん

を

運
はこ

んでもらうのね。そういうのを風媒花
ふうばいか

ではなくて、虫媒花
ちゅうばいか

ではなくて、鳥媒
とりばい

花
か

というのね。」      

モンタ博士「そうだよ。鳥
とり

は爬虫類
はちゅうるい

などの変温
へんおん

動物
どうぶつ

と違
ちが

っていつも体温
たいおん

が温
あたた

かいね。そう

いうのを恒温
こうおん

動物
どうぶつ

というんけど、とてもたくさんのカロリーが必要
ひつよう

なんだ。

そのために、ツバキのおしべ・めしべのもとにあるたくさんの甘
あま

い蜜
みつ

をもら

うわけさ。その時
とき

に花粉
か ふ ん

が体
からだ

について、その花粉
か ふ ん

がめしべについて、実
み

がで

きるということだね。」 

オー君  「そうなんですか。なーるほど。つぎに、ツバキの花
はな

はどうして大
おお

きいのですか。」 

モンタ博士「つまり、それも鳥
とり

のためなのさ。小
ちい

さな花
はな

では、鳥
とり

が口
くち

ばしでつついたらすぐ 

にこわれてしまうだろう。それに、鳥
とり

は大
おお

きくて重
おも

いだろう。それで、ツバキ 

の花
はな

びらは厚
あつ

くて、花
はな

の作
つく

りが大
おお

きく頑丈
がんじょう

にできているのさ。さらに、花
はな

が 

横向
よ こ む

きに咲
さ

いているのも、鳥
とり

が蜜
みつ

を吸
す

いやすくするためさ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



オー君  「なるほど。そういうことですか。それで、さっきから蜜
みつ

とか甘
あま

いとかのお話
はなし

に 

なっているでしょ。ぼく、何
なん

だかおなかがすいてしまったな。」 

モンタ博士「それじゃ、ツバキの花
はな

を分解
ぶんかい

して蜜
みつ

をなめてみよう。」 

花ちゃん 「直接
ちょくせつ

体験
たいけん

するということですね。五感
ご か ん

を使
つか

うということですね！」 

モンタ博士「その通
とお

り。お話
はなし

を聞
き

いたり本
ほん

を読
よ

んだりするのも大切
たいせつ

だけど、実験
じっけん

が一番
いちばん

。 

でも、お口
くち

に入
い

れるものは、よく知
し

っている人
ひと

に聞
き

かないとだめだよ。それじ 

ゃ、ツバキの花
はな

を分解
ぶんかい

して、ほら、水滴
すいてき

みたいに光
ひか

っているのが蜜
みつ

さ。」 

オー君  「あ！あまーい。あまーい。これなら鳥
とり

も喜
よろこ

ぶね。」 

モンタ博士「五感
ご か ん

の観察
かんさつ

として鼻
はな

も使
つか

ってごらん。ツバキの花
はな

はどんなにおいがするかな。

スイセンのようなにおいかな。バラのようなにおいかな。」 

オー君  「クンクン。クンクン。あれ？何
なに

もにおわないぞ。」 

花ちゃん 「クンクン。クンクン。本当
ほんとう

だわ。ふつうのお花
はな

というのは、においがするは

ずなのに。おかしいわ。」 

モンタ博士「においがしないだろう。それじゃ、においは何
なに

のためかをよく考
かんが

えてごらん。」 

オー君  「虫
むし

が来
く

るようににおいをだすんだ。でもツバキには必要
ひつよう

ないんだ。」 

モンタ博士「鳥
とり

は鼻
はな

がにぶいんだ。花
はな

ににおいはいらないということなのさ。。」 

花ちゃん 「最後
さ い ご

の質問
しつもん

ですが。ツバキの花
はな

はどうして赤
あか

いのですか。」 

モンタ博士「いい質問
しつもん

だね。これも鳥
とり

と関係
かんけい

があるんだよ。鳥
とり

という生
い

き物
もの

は『赤
あか

』という 

色
いろ

をもっとも強
つよ

く感
かん

じることができるのさ。つまり、『赤
あか

』が好
す

きなんだね。」 

花ちゃん 「ツバキは鳥
とり

にたくさん来
き

てもらって、花粉
か ふ ん

をたくさん付けてもらって、たくさ 

ん受粉
じゅふん

をしてもらって、実
み

をつけるもらうためということですね。」 

モンタ博士「その通
とお

り。鳥
とり

たちの食欲
しょくよく

をさそうためなのさ。これは人間
にんげん

だって同
おな

じなんだ。 

      つまり、街
まち

を歩
ある

いていてハンバーガーやさんとか、牛丼屋
ぎゅうどんや

さんとか、中華
ちゅうか

料理
りょうり

 

屋
や

さんと、モンタ博士
は か せ

がよく行
い

く赤
あか

ちょうちん（飲
の

み屋
や

さん）とか、みーんな 

『赤
あか

』っぽい色
いろ

が基調
きちょう

・ベースになっているだろう。青
あお

いふりかけを作
つく

ったら 

ぜんぜん売
う

れなかったというお話
はなし

もあるくらいだ。つまり、食欲
しょくよく

をさそう色
いろ

  

が『赤
あか

』なのさ。」 


